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開
館
10
周
年
記
念
・
新
七
尾
市
誕
生
記
念

「
２
０
０
５
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展
」

９
月
30
日
（
金
）
〜
10
月
30
日
（
日
）

[

会
期
中
無
休]

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

イ
タ
リ
ア
の
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニ
ャ
州
の
州
都
ボ
ロ

ー
ニ
ャ
市
で
は
、
毎
年
四
月
に
世
界
で
唯
一
の
児
童
図
書

専
門
国
際
見
本
市
、「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図
書
展
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
世
界
各
国
の
出
版
社
が
ブ
ー
ス
を
構
え
版

権
の
売
買
な
ど
が
行
わ
れ
る
た
め
、
児
童
図
書
の
最
新
動

向
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
見
本
市
と
な
っ
て
い
ま

す
。「

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
」
は
、
一
九
六
四
年

に
始
ま
っ
た
見
本
市
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
一

九
六
七
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

は
絵
本
の
た
め
に
描
か
れ
た
五
枚
一
組
の
絵
本
原
画
を
審

査
す
る
も
の

で
、
物
語
の
た

め
の
イ
ラ
ス
ト

を
描
く
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
部
門

と
、
図
鑑
な
ど

の
情
報
伝
達
や

教
育
を
目
的
と

す
る
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
部
門

で
募
集
さ
れ
ま

す
。
無
名
の

新
人
か
ら
既

に
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
と

し
て
活
躍
し

て
い
る
作
家

ま
で
十
六
歳

以
上
で
あ
れ

ば
誰
で
も
応

募
で
き
、
公
平
に
審
査
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
人
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
七
八
年
に
、
日
本
で
初
め
て
イ
タ
リ
ア
で
の
入
選

作
品
を
紹
介
す
る
「
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本

原
画
展
」
が
兵
庫
県
の
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。当
館
で
は
一
九
九
八
年
以
降
毎
年
開
催
し
、

今
年
で
八
回
目
と
な
り
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
は
世
界
六
十

カ
国
、
二
五
七
〇
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

作
品
は
、
毎
年
メ
ン
バ
ー
の
代
わ
る
五
人
の
国
際
審
査
団

に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
審
査
員
は
フ
ラ
ン
ス
の

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ロ
・
モ
ナ

コ
、「
ぞ
う
の
エ
ル
マ
ー
」
で
人
気
の
イ
ギ
リ
ス
の
絵
本

作
家
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
マ
ッ
キ
ー
、
香
港
の
編
集
者
マ
イ
ケ

ル
・
ノ
イ
ゲ
バ
ウ
ワ
ー
、
韓
国
の
編
集
者
シ
ン
・
キ
ョ
ン

ス
ク
、
日
本
の
板
橋
区
立
美
術
館
学
芸
員
松
岡
希
代
子
で

す
。
彼
ら
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
を
合
わ
せ
て
、十
六
カ
国
、

八
十
五
人
の
作
品
が
選
ば
れ
、
日
本
で
は
八
十
四
人
の
作

品
四
一
一
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

日
本
で
の
開
催
が
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
日
本
人
の
応

募
も
増
加
し
ま
し
た
。
近
年
で
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
た

ち
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
り
、
今
年
は

十
六
人
も
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
へ

の
入
選
者
数
は
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
と
肩
を

並
べ
る
ま
で
に
な
り
、
海
外
の
出
版
社
か
ら
の
デ
ビ
ュ
ー

に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
技
法
か
ら
立
体
物
や
写
真
、
Ｃ
Ｇ
な
ど

で
表
現
さ
れ
た
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
溢
れ
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
む
絵
本
原
画
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
特
別
展
示
】

今
年
の
特
別
展
示
は
二
〇
〇
四
年
秋
、
国
際
ア
ン
デ
ル

セ
ン
賞
画
家
賞
を
受
賞
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
マ
ッ
ク
ス
・
ベ

ル
ジ
ュ
イ
ス
で
す
。
彼
は
一
九
七
一
年
の
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ

ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
（
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）
で
の

金
牌
を
始
め
と
し
て
、
国
内
外
で
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
代
表
作
「
か
え
る
く
ん
」
の
シ
リ
ー
ズ
は
各
国

で
翻
訳
さ
れ

親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
惜

し
く
も
本
年

一
月
に
お
亡

く
な
り
に
な

り

ま

し

た

が
、
今
回
は
、

絵
本
原
画
二

十
四
点
を
展

示
し
ま
す
。

2

平
成
17
年
９
月
30
日
（
金
）
〜

12
月
25
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「夜ネコちゃん」
クリスティーナ・アンドレス（ドイツ）

「魚話」今井彩乃（日本）

「雲のパン」ベク・ヒナ（韓国）

「ユダヤの父親と三人の娘たち」
ジャンニ・デ・コンノ（イタリア）

「こびとくんのしあわせないちにち」
マックス・ベルジュイス（オランダ）

Foundation Max Velthuijs,The Hague,Netherlands
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【
開
館
10
周
年
記
念
企
画
】

こ
れ
ま
で
の
入
選
者
に

は
、
現
在
活
躍
し
て
い
る
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
絵
本
作

家
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
当
館
の
開
館
十
周
年
を

記
念
し
て
、
過
去
に
入
選
さ

れ
た
約
一
〇
〇
名
の
作
家
に

よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
へ
の
絵
手
紙
」
と
、
絵

本
を
展
示
し
ま
す
。

【
追
加
情
報
】

館
内
で
は
常
時
、
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
か
ら
届
い
た
審
査
の
様

子
や
入
選
作
家
の
声
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま

す
。随
所
に
展
示
し
た
一
〇
〇
冊
以
上
の
絵
本
も
併
せ
て
、

自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
巻
頭
特
集
に
マ
ッ
ク
ス
・
ベ
ル
ジ
ュ
イ
ス
を
取

り
上
げ
た
展
覧
会
図
録
や
、
展
示
作
品
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

十
六
種
に
加
え
、
一
筆
箋
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
入
選
作

家
の
絵
本
な
ど
を
販
売
予
定
で
す
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
特
別
企
画

●
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
●
【
参
加
費
無
料
】

「
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
」

い
ら
な
く
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の

裏
面
を
利
用
し
て
作
る
８
ペ
ー
ジ
の
冊
子
に
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
考
え
、
自
由
に
ペ
ー
ジ
を
飾
り
つ
け
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

日
　
時

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
会
期
中
毎
週
土
・
日
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時

対
　
象

４
歳
〜
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定
　
員

各
日
10
名
（
要
申
込
）

持
ち
物

不
要
の
ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

募
　
集

電
話
に
て
受
付

協
　
力

も
こ
も
こ
文
庫
・
も
こ
も
こ
の
会

●
子
ど
も
映
画
上
映
会
●

【
入
場
無
料
】

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
、
世
界
の
短
編
ア
ニ
メ

映
画
を
上
映
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
８
・
22
日
　
　
午
後
１
時
〜

「
ば
ん
じ
休
す
」（
６
分
／
ブ
ル
ガ
リ
ア
）

「
ふ
し
ぎ
な
バ
イ
オ
リ
ン
と
ク
モ
」（
６
分
／
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
）

「
小
さ
な
ゆ
う
び
ん
ひ
こ
う
き
ペ
ド
ロ
」（
８
分
／
ア
メ
リ
カ
）

「
平
成
17
年
度
七
尾
市
美
術
展
覧
会
」

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
〜
６
日
（
日
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

﹇
会
期
中
無
休
﹈

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

七
尾
市
及
び
中
能
登
町
で
活
躍
し
、
全
国
規
模
の
会
派

展
や
現
代
美
術
展
で
入
選
、
入
賞
の
実
績
を
持
つ
美
術
作

家
六
部
門（
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
）

約
一
〇
〇
名
の
秀
作
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

七
尾
市

共
　
催

七
尾
市
教
育
委
員
会

事
業
委
託

財
団
法
人
七
尾
美
術
館

後
　
援

七
尾
市
文
化
協
会
・
七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先

石
川
県
七
尾
美
術
館

（
〇
七
六
七
）
五
三
―
一
五
〇
〇

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

3

◇
観
　
覧
　
料

3
5
0
円

3
0
0
円

一
　
般

7
0
0
円

6
0
0
円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

「こるんごのながーいはな」むらかみひとみ（日本）

「マルハナバチの生活」
キャロル・マリン（イギリス）

「どろんこ足の子どものためのシャボンのうた」
マヤ・セリア（クロアチア）

「肺の音」小川惠美子（日本）

昨年の展覧会の様子
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「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品
展
」

11
月
12
日
（
土
）
〜
12
月
25
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

当
館
所
蔵
品
の
中
核
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
る

展
覧
会
で
す
。

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
七
尾
市
名
誉
市
民
の
池
田

文
夫
氏
（
一
九
〇
七
〜
八
七
）
蒐
集
の
美
術
品
で
、
七
尾

市
出
身
で
岐
阜
県
大
垣
市
を
拠
点
に
経
済
人
と
し
て
活
躍

し
た
氏
が
、
美
術
に
対
す
る
高
い
見
識
と
深
い
愛
着
に
よ

っ
て
幅
広
く
蒐
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

池
田
文
夫
氏
没
後
の
昭
和
六
十
三
年
か
ら
当
館
が
開
館

し
た
平
成
七
年
に
か
け
て
、
ご
遺
族
よ
り
七
尾
市
に
対
し

て
日
本
美
術
を
中
心
と
し
た
合
計
一
四
七
点
が
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
二
月
、
当
館
開
館
十
周
年
を
記
念

し
て
二
十
三
点
の
作
品
が
新
た
に
寄
附
さ
れ
、
現
在
「
池

田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
合
計
一
七
〇
点
の
作
品
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
氏
が
活
躍
の
舞
台
と
し
た
岐
阜
県
美
濃
地

方
や
、
出
身
地
で
あ
る
石
川
県
ゆ
か
り
の
作
品
な
ど
が
主

で
、
茶
道
美
術
品
を
中
心
と
し
た
工
芸
品
や
、
近
現
代
の

日
本
画
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
は
当
館
所
蔵
品
の
中
で
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て

お
り
、
開
館
以
降
、
所
蔵
品
展
な
ど
で
定
期
的
に
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
中
か
ら
、
陶
磁

器
を
中
心
と
し
た
工
芸
品
、
浮
世
絵
や
近
現
代
作
家
に
よ

る
日
本
画
、
近
現
代
彫
刻
の
三
ジ
ャ
ン
ル
で
各
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。
ま
た
、
開
館
十
周
年
記
念
と
し
て
寄
附
さ
れ
、

本
年
七
月
に
初
公
開
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
新
作
品
二
十
三

点
も
再
度
展
示
し
ま
す
。

作
品
の
価
値
云
々
を
難
し
く
論
ず
る
よ
り
も
、
と
に
か

く
気
に
入
っ
た
作
品
を
眺
め
、
触
れ
る
事
を
何
よ
り
の
楽

し
み
と
し
た
と
い
う
池
田
文
夫
氏
が
、
こ
よ
な
く
愛
し
た

名
品
の
数
々
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

★
工
　
芸

岐
阜
県
美
濃
地
方
で
制
作
さ
れ
た
織
部
・
志
野
な
ど
の

美
濃
焼
、
京
都
の
楽
焼
や
石
川
の
九
谷
焼
な
ど
の
陶
磁
器

を
中
心
に
、
一
部
漆
芸
品
を
加
え
て
紹
介
し
ま
す
。

★
絵
　
画

近
現
代
に
活
躍
し
た
日
本
画
家
の
軸
装
作
品
を
中
心

に
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
肉
筆
浮
世
絵
な
ど
も
併
せ

て
紹
介
し
ま
す
。

★
彫
　
刻

近
現
代
作
家
に
よ
る
木
彫
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

4

「観世音図」澤田政廣

「雪中美人図」
宮川長春「猛虎図」大橋翠石

「織部菊図折込鉢」

「織部柳文筒向附」

「色絵龍桐文木瓜形平卓」粟生屋源右衛門

「カブラ絵合鹿椀」

「
木
彫
養
老
」
関
野
聖
雲

◇
観
　
覧
　
料

2
8
0
円

2
2
0
円

一
　
般

3
5
0
円

2
8
0
円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

「
木
彫
聖
観
音
菩
薩
像
」

高
村
光
雲
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能
登
地
区
高
校
美
術
展

11
月
18
日
（
金
）
〜
20
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
正
午
か
ら

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

能
登
地
区
の
高
校
生
の
展
覧
会
で
す
。
美
術
・
写
真
・
書

道
部
の
作
品
一
五
〇
点
を
展
示
し
ま
す
。
内
的
必
然
性
に
基

づ
く
こ
と
、
追
求
す
る
ま
な
ざ
し
の
堆
積
で
あ
る
こ
と
、
形

式
化
し
な
い
こ
と
を
指
標
と
し
て
制
作
し
て
い
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

石
川
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
・
石
川
県
教
育
委
員
会

連
絡
先

川
崎
輝
　

（
〇
七
六
七
）
五
九
―
一
〇
六
八

彩
の
会
＆
写
団
の
と
展

11
月
23
日
（
水
・
祝
）
〜
27
日
（
日
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ
彩
の
会
十

五
名
と
写
真
グ
ル
ー
プ
写
団
の
と
十
五
名
の
初
の
合
同
展

で
風
景
、
人
物
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
捉
え
た
近
作
を
大

小
合
わ
せ
約
七
十
点
展
示
発
表
い
た
し
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

彩
の
会
・
写
団
の
と

連
絡
先

加
地
求
　

（
〇
七
六
七
）
五
二
―
一
六
一
三

第
62
回
北
國
写
真
展
　
七
尾
展

12
月
２
日
（
金
）
〜
４
日
（
日
）

年
に
一
回
展
開
さ
れ
る
も
の
で
当
地
の
ア
マ
カ
メ
ラ
マ

ン
が
日
頃
感
動
し
た
瞬
間
を
写
真
に
表
現
し
ま
し
た
。
見

る
人
に
夢
と
希
望
を
抱
か
せ
る
も
の
が
数
多
く
あ
り
、
是

非
一
度
鑑
賞
す
る
に
価
す
る
と
確
信
す
る
も
の
で
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

北
國
写
真
連
盟
・
北
國
新
聞
社
・
富
山
新
聞
社

連
絡
先

宮
崎
功
　

（
〇
七
六
七
）
五
七
―
二
八
四
五

彫

刻

８

人

展

12
月
７
日
（
水
）
〜
11
日
（
日)

但
し
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

能
登
に
ゆ
か
り
の
八
人
が
彫
刻
展
を
開
催
致
し
ま
す
。

大
量
の
情
報
と
加
速
化
す
る
社
会
の
中
で
、
時
の
流
れ

に
立
ち
止
ま
り
、
手
仕
事
で
形
を
刻
む
、
そ
ん
な
時
間
を

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

彫
刻
８
人
展

連
絡
先

渡
部
浩
　

（
〇
七
六
七
）
五
二
―
七
三
八
八

ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
23
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

ピ
ア
ノ
の
発
表
会
で
す
。
今
年
は
作
曲
家
「
平ひ
ら

吉よ
し

毅た
け

州く
に

」

の
楽
し
い
リ
ズ
ム
の
世
界
を
特
集
し
ま
す
。
ゲ
ス
ト
の
福

島
さ
ん
に
よ
る
素
敵
な
歌
と
三
人
の
ピ
ア
ノ
講
師
に
よ
る

ソ
ロ
も
お
楽
し
み
に
、
ど
な
た
で
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

連
絡
先

井
藤
真
理
　

（
〇
七
六
七
）
五
八
―
一
三
五
五

第
７
回
ア
ル
ブ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
30
日
（
日
）

開
演
　
午
後
２
時

ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
今
回
は
色
々
な
作
曲

家
の
「
幻
想
曲
」
を
演
奏
し
ま
す
。
シ
ョ
パ
ン
や
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
な
ど
な
ど
…
で
す
。
休
日
の
午
後
、
音
楽
を
聴
い
て

過
ご
し
ま
せ
ん
か
？
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
料

大
人
　
一
、
〇
〇
〇
円
／
小
学
生
以
下
　
七
〇
〇
円

主
　
催

Ａ
ｒ
ｂ
ｒ
ｅ
（
ア
ル
ブ
ル
）

連
絡
先

谷
　
栄
美
　

（
〇
七
六
七
）
五
三
―
一
一
二
四

第
11
回
メ
ロ
デ
ィ
音
楽
会

11
月
13
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

二
年
に
一
回
開
か
れ
る
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
お
馴
染

み
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
ま
で

生
徒
達
が
お
気
に
入
り
の
一
曲
を
演
奏
し
ま
す
。ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

松
本
由
美
子
門
下
生

連
絡
先

松
本
由
美
子
　

（
〇
七
六
七
）五
三
―
七
〇
六
八

酒
谷
広
重
・
中
條
久
美
子
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

11
月
27
日
（
日
）

開
演
　
午
前
10
時

年
に
一
回
開
か
れ
る
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
は
も
ち
ろ
ん
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

曲
を
、
ソ
ロ
、
連
弾
、
六
手
連
弾
な
ど
で
演
奏
し
ま
す
。

一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
生
徒
た
ち
の
演
奏
を
ど
う
ぞ
、

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

酒
谷
広
重
・
中
條
久
美
子
門
下
生

連
絡
先

中
條
久
美
子
　

（
〇
七
六
七
）二
二
―
一
四
一
二

竹
本
由
起
子
門
下
生
　
第
７
回
ピ
ア
ノ
発
表
会

12
月
４
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

二
年
に
一
度
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
の
場
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
小
学
生
か
ら
一
般
の
方
ま
で
、
ソ
ロ
演
奏
、

連
弾
演
奏
を
し
ま
す
。
み
ん
な
、
こ
の
日
に
向
け
一
生
懸

命
練
習
し
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
温
か
く
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

竹
本
由
起
子
門
下
生

連
絡
先

竹
本
由
起
子
　

（
〇
七
六
七
）五
二
―
七
一
七
二

第
９
回
ピ
ア
ー
チ
ェ
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
11
日
（
日
）

開
演
　
午
後
２
時

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
及
び
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
発
表
会
で
す
。

入
場
料

無
料

5
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主
　
催

松
本
佐
智
子
・
古
川
か
お
り
門
下
生

連
絡
先

松
本
佐
智
子
　

〇
九
〇
―
三
八
八
五
―
〇
〇
六
一

◇
映
画
上
映
会
◇
【
入
場
無
料
】

・
11
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

「
シ
リ
ー
ズ
　
い
し
か
わ
の
文
化
財
〜
工
芸
・
工
芸
技
術
編
〜

《
文
化
財
・
今
に
伝
わ
る
技
術
》
」
（
21
分
）

第
６
回
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

「
友
の
会
鑑
賞
の
旅
」
の
ご
案
内

〜
参
加
者
大
募
集
！
〜

今
回
は
、
平
成
十
七
年
二
月
に
合
併
し
『
白
山
市
』
と
な

っ
た
鶴
来
、
松
任
方
面
の
博
物
館
等
施
設
を
見
学
し
ま
す
。

少
し
肌
寒
い
季
節
で
は
あ
り
ま
す
が
、
落
ち
葉
が
散
り

敷
か
れ
る
参
道
を
歩
く
の
も
、
な
か
な
か
素
敵
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
？
各
施
設
で
の
専
門
の
方
々
に
よ
る
解
説
も
楽

し
み
で
す
ね
。
昼
食
は
白
山
名
物
の
「
そ
ば
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！

◆
日
　
程

十
一
月
二
十
日
（
日
）

◆
見
学
予
定
地

白
山
市
立
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館
　
ほ
か

◆
参
加
費

三
、
〇
〇
〇
円
【
昼
食
代
・
各
入
館
料
等
】

（
友
の
会
会
員
以
外
の
方
は
四
、
〇
〇
〇
円
）

◆
募
集
定
員

先
着
二
十
五
名
（
対
象
は
原
則
と
し
て
成
人
）

◆
お
申
し
込
み
方
法

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
十
月
五
日
（
水
）
以
降
に
参
　

加
費
を
添
え
て
、
当
館
受
付
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

（
電
話
で
の
ご
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

「
美
術
館
に
行
こ
う
！

デ
ィ
ッ
ク
ブ
ル
ー
ナ
に
学
ぶ
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
楽
し
み
方

」

当
館
で
は
、
去
る
七
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
二
十
五
日
ま
で
、

う
さ
こ
ち
ゃ
ん
こ
と
ミ
ッ
フ
ィ
ー
生
誕
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

生
み
の
親
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
あ
る
デ
ィ
ッ

ク
・
ブ
ル
ー
ナ
の
作
品
を
展
示
、
ブ
ル
ー
ナ
が
影
響
を
受
け
た
モ

ダ
ン
・
ア
ー
ト
作
品
も
、
絵
本
『
ミ
ッ
フ
ィ
ー
の
た
の
し
い
び
じ

ゅ
つ
か
ん
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

《
見
て
み
よ
う
》
《
考
え
て
み
よ
う
》
《
作
っ
て
み
よ
う
》
の

三
部
構
成
に
よ
る
体
験
型
の
展
覧
会
で
、
ブ
ル
ー
ナ
が
絵
本
の
色

を
決
め
て
い
く
手
法
を
体
験
し
た
り
、
ぬ
り
え
を
楽
し
ん
だ
り
と
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
連
日
賑
わ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
中
心

と
思
い
き
や
、
大
人
の
方
が
真
剣
に
な
っ
て
取
り
組
む
姿
が
目
立

ち
ま
し
た
。
実
は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
方
が

は
ま
っ
た

と
い
う
家
族
も
多
か
っ
た
の
で
は
？

ま
た
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
の
キ
ッ
ズ
限
定

ミ
ッ
フ
ィ
ー
セ
ッ
ト

が
人
気
を
呼
び
、
臨
時
郵
便
局
で
は
暑
中
見
舞
い
を
書
い
て
、

ミ
ッ
フ
ィ
ー
消
印
ス
タ
ン
プ
を
捺
し
て
も
ら
う
企
画
な
ど
も
楽
し

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
の
と
鉄
道
で
は
会
期
中
に
本
展
記
念
の
絵

柄
入
り
特
別
割
引
き
っ
ぷ
を
発
売
さ
れ
る
な
ど
、
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
絵
本
や
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
、
か

わ
い
い
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
も
あ
り
、
来
館
さ
れ
た
方
々
は
七
尾
美

術
館
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
展
開

催
に
あ
た
り
、
全
面
的
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
㈱
デ
ィ
ッ
ク
・

ブ
ル
ー
ナ
・
ジ
ャ
パ
ン
、
各
所
蔵

者
の
方
々
、
ま
た
、
無
休
の
五
十

九
日
間
を
交
替
で
監
視
に
あ
た
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
対
し
、
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

等
伯
コ
ー
ナ
ー

国
宝
・
松
林
図
屏
風
　
長
谷
川
等
伯
展
　
特
別
講
演
会
報
告

「
松
林
図
屏
風
の
魅
力
」

講
師
　
松
原
茂
氏
（
東
京
国
立
博
物
館
上
席
研
究
員
）

「
松
林
図
屏
風
」
は
、
東
京

国
立
博
物
館
の
所
蔵
品
の
中
で

も
特
に
人
気
の
高
い
作
品
で

す
。
何
故
こ
ん
な
に
松
林
図
が

モ
テ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
日
は
、

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、「
松
林
図
」
が
日
本
の
絵
画
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に

し
て
生
ま
れ
て
き
た
の
か
、考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

等
伯
は
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
年
）
こ
こ
七
尾
に
生

ま
れ
、二
十
代
に
は
絵
仏
師
と
し
て
能
登
地
方
で
活
躍
し
、

三
十
代
く
ら
い
で
京
都
に
出
て
都
で
も
活
躍
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
三
十
四
歳
の
時
に
本
法
寺
の

「
日
堯
上
人
像
」
を
描
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
年
以
前
に

京
都
に
定
住
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
が
、
あ
る

時
期
、
能
登
と
京
都
を
往
復
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
京
都
、
或
い
は
堺
へ
も
進
出
し
て
、

千
利
休
な
ど
と
も
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

当
時
の
京
都
は
、
狩
野
派
の
天
下
で
、
信
長
・
秀
吉
に
可

愛
が
ら
れ
た
狩
野
永
徳
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
能
登
か
ら
出
て
い
っ
た
等
伯
が
色
々

な
方
策
、
或
い
は
人
脈
を
使
っ
て
自
分
を
売
り
込
ん
で
い

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
時
、
仏
画
に
画
家
が
署
名
を
し
た
り
、
ハ
ン
コ
を
捺

し
た
り
す
る
と
い
う
の
は
、
非
常
に
珍
し
い
事
で
し
た
。

等
伯
は
前
名
の
「
信
春
（
の
ぶ
は
る
）」、
或
い
は
「
し
ん

し
ゅ
ん
」
と
呼
ぶ
人
も
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
代
か

ら
作
品
に
署
名
し
た
り
ハ
ン
コ
を
捺
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
ハ
ン
コ
を
見
ま
す
と
、
何
や
ら
自
己
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
意
志
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
、

一
枚
目
の
プ
リ
ン
ト
「
等
伯
の
志
向
と
印
章
の
変
遷
」
で

す
。
こ
の
最
初
の
印
は
袋
形
印
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
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す
。
ま
ず
こ
の
「
春
」
と
い
う
字
を
見
て
み
ま
す
。
春
と

い
う
字
の
篆
書
は
、
一
番
上
に
あ
る
小
篆
と
い
う
、
中
国

の
晋
時
代
に
定
め
ら
れ
た
字
体
が
普
通
で
す
。
袋
形
印
の

「
春
」
は
形
が
違
い
ま
す
。
下
に
印
篆
と
い
う
ハ
ン
コ
に

使
う
篆
書
の
六
つ
の
形
が
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中

に
も
ピ
ッ
タ
リ
す
る
形
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
残
っ
て
い

る
墨
蹟
に
捺
し
て
あ
る
ハ
ン
コ
に
も
、
こ
の
形
は
無
い
ん

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
雪
舟
の
弟
子
の
等
春
の
ハ
ン
コ
の

「
春
」
と
い
う
字
と
ピ
ッ
タ
リ
同
じ
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
、

等
伯
が
等
春
の
「
春
（
し
ゅ
ん
）」
の
字
体
を
自
分
の
ハ

ン
コ
に
取
り
入
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
い
と
思
い

ま
す
。
古
く
は
、
等
春
に
等
伯
が
直
接
学
ん
で
、
こ
の

「
春
」
と
い
う
字
を
も
ら
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
し
た

が
、
現
代
で
は
む
し
ろ
お
父
さ
ん
か
お
爺
さ
ん
が
等
春
に

学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
等
伯
は
等

春
の
画
系
を
引
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
、
こ
の
字
を
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

も
う
一
つ
、
信
春
の
「
信
」
の
字
で
す
け
れ
ど
も
、

（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
く
）
普
通
の
篆
書
だ
と
こ
こ

（
口
の
上
部
の
横
線
）
が
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
ね
。

で
も
信
春
印
に
は
全
く
こ
の
線
が
無
い
ん
で
す
。
ま
た
、

こ
の
左
側
の
上
下
に
二
つ
、
狩
野
元
信
の
ハ
ン
コ
が
あ
り

ま
す
。
元
信
の
「
信
」
と
い
う
字
を
見
ま
す
と
、
こ
の
線

が
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
一
致
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

一
番
下
に
あ
る
元
信
の
印
に
は
横
線
の
痕
跡
が
残
っ
て
い

ま
す
。
横
線
の
な
い
元
信
印
は
弟
子
ら
し
き
作
品
に
多
い

の
で
す
。
元
は
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
た
の
が
、
欠
け
て
い
っ
て

わ
ず
か
に
残
り
、
初
め
か
ら
無
か
っ
た
よ
う
に
見
え
た
の

で
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
作
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
信
春
は
こ
う
い
う
ハ
ン
コ
が
捺
し
て
あ
る

も
の
を
元
信
の
作
品
だ
と
考
え
た
。
室
町
時
代
の
寺
院
の

障
壁
画
や
将
軍
の
屋
敷
な
ど
の
御
用
を
し
て
い
た
、
そ
の

元
信
の
名
前
も
自
分
は
取
り
込
む
ん
だ
と
い
う
意
識
を
持

っ
て
、
こ
の
文
字
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で

す
。
つ
ま
り
、
信
春
の
「
信
」
は
元
信
の
「
信
（
の
ぶ
）」、

「
春
」
は
等
春
の
「
春
（
し
ゅ
ん
）」
と
い
う
事
に
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
等
春
を
取
る
と
「
し
ん
し
ゅ
ん
」
と
読

む
べ
き
だ
し
、
元
信
を
取
る
と
「
の
ぶ
は
る
」
と
読
む
べ

き
だ
と
い
う
説
が
出
て
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
断
定
は
下

し
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
こ
れ
は
中
国
の
銅
器
の
鼎
の
形

の
中
に
、「
信
春
」
と
い
う
字
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
元

信
の
印
も
同
じ
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
当
は

鼎
は
三
本
足
な
の
に
、
元
信
の
ハ
ン
コ
は
二
本
に
し
か
見

え
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
は
壷
印
と
い
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
鼎
の
変
形
だ
と
考
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
鼎

印
と
い
う
の
は
、
室
町
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
狩
野
派

が
家
の
印
と
し
て
代
々
踏
襲
す
る
ん
で
す
ね
。で
す
か
ら
、

こ
の
ハ
ン
コ
が
捺
さ
れ
て
い
る
時
期
と
い
う
の
は
、
信
春

が
狩
野
派
に
す
ご
く
接
近
し
た
時
期
で
は
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
も
、
都
で
自
分
が
狩
野
派
の
正
統
を
引
き

継
い
で
い
る
と
い
う
自
負
を
示
す
た
め
に
、
非
常
に
短
い

期
間
で
す
が
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
大
分
力
を
つ
け
て
き
て
、
狩
野
永
徳
一
派
が
宮
中

の
障
壁
画
を
制
作
す
る
と
き
に
割
り
込
も
う
と
画
策
し
た

と
い
う
こ
と
が
、
当
時
の
記
録
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
永
徳
と
そ
の
一
派
が
阻
止
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
も
う
狩
野
派
に
は
見
切
り
を
つ
け
、
元
信
よ

り
も
さ
ら
に
有
名
だ
っ
た
雪
舟
の
直
系
を
名
乗
ろ
う
と
、

「
自
雪
舟
五
代
」
を
言
い
は
じ
め
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
以

前
に
等
伯
を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
雪
舟
か
ら
数
え
て
自

分
は
五
代
目
の
弟
子
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ハ
ン
コ
も

「
等
楊
」
印
（
雪
舟
等
楊
）
と
「
等
伯
」
印
が
す
ご
く
似

て
い
る
こ
と
が
お
分
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。「
等
伯
」
印

も
「
等
楊
」
印
も
、
真
中
の
下
の
方
に
す
ご
く
空
間
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
雪
舟
の
「
等
楊
」
印
を
意
識

し
て
等
伯
が
作
っ
た
ハ
ン
コ
だ
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
字
の
と
こ
ろ
が
白
い
ハ
ン
コ
は
、
白
文
印

と
い
い
ま
す
。「
等
伯
」
印
は
多
分
、
白
文
印
が
先
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
雪
舟
の
白
文
印
を
意
識
し

て
作
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
一
番
多
い
「
等
伯
」

印
は
朱
文
印
で
す
が
、
こ
の
朱
文
の
「
等
伯
」
印
も
や
っ

ぱ
り
朱
文
の
「
等
楊
」
印
を
意
識
し
て
い
る
と
思
う
わ
け

で
す
。
朱
文
の
「
等
伯
」
印
は
三
種
類
あ
り
ま
し
て
、

「
松
林
図
」
に
捺
さ
れ
て
い
る
印
は
、
他
に
は
例
が
な
い

ん
で
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、「
等
伯
」
の
伯
と
い
う
字
は

上
の
点
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
字
と
し
て
も
間
違
っ
て
い

ま
す
が
、
「
松
林
図
」
の
印
は
本
人
の
印
で
は
な
く
て
、

後
の
人
が
作
っ
て
捺
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
日
、
山
の
寺
を
案
内
し
て
も
ら
っ
て
長
壽
寺
で
「
涅

槃
図
」
を
拝
見
し
、
右
の
下
の
方
の
ハ
ン
コ
を
撮
影
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
つ
く
づ
く
見
て
み
ま
し
た
ら
、（
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
く
）
こ
う
い
う
ふ
う
に
見
え
る
ん
で

す
。
こ
れ
は
「
無
」
と
い
う
字
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
楷
書

に
近
い
か
ら
分
か
り
や
す
く
、
「
分
」
で
す
ね
。
今
日
、

そ
れ
を
館
長
と
学
芸
員
さ
ん
に
話
し
て
と
て
も
盛
り
上
が

っ
た
ん
で
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
い
ま
す
と
、
長
谷

川
等
伯
が
絵
に
つ
い
て
色
々
語
っ
た
こ
と
を
、
本
法
寺
の

日
通
上
人
が
書
き
と
め
た
『
等
伯
画
説
』
（
本
法
寺
蔵
）

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
、
等
伯
の
画
系
を

示
し
た
図
が
あ
る
ん
で
す
が
、
雪
舟
の
弟
子
が
何
人
か
い

る
中
に
等
春
が
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
下
に
、
無
文
、
宗

清
、
等
伯
の
三
人
が
並
列
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、

無
文
の
「
文
」
に
「
ぶ
ん
」
と
い
う
読
み
仮
名
が
書
い
て

あ
り
ま
す
。「
む
も
ん
」
と
読
む
の
で
は
な
く
、「
む
ぶ
ん
」

と
読
む
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
当
時
は

音
通
で
、
特
に
ハ
ン
コ
に
は
違
う
字
を
使
っ
た
り
し
ま
す

の
で
、
こ
の
「
無
分
」
で
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
も
、

長
壽
寺
は
長
谷
川
家
の
菩
提
寺
で
、
宗
清
は
等
伯
の
お
父

さ
ん
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
あ
る
「
無
分
」
と
い
う
人
は
、

等
伯
に
と
っ
て
お
爺
さ
ん
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
先
程
「
自
雪
舟
五
代
」
を
称
す
る
と

い
い
ま
し
た
が
、
雪
舟
か
ら
一
代
二
代
、
こ
の
系
図
の
書

き
方
だ
と
三
人
共
三
代
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
が

お
爺
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
子
ど
も
の
関
係
で
あ
る
な
ら
ば
、

一
代
、
二
代
、
三
代
、
四
代
、
五
代
と
い
う
こ
と
で
、
ピ

ッ
タ
リ
く
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
で
す
ご
く
は
っ
き
り
し
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う

わ
け
な
ん
で
す
。
非
常
に
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
御
披
露
い
た

し
ま
し
た
。

7

本
文
は
、
四
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
特
別
講
演
会
の
内
容
を
、
当
館
の
責
任
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
前
半
部
分
で
す
。
こ
れ
に
続
く
ス
ラ
イ
ド
編
は
、
次
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
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〒926-0855 石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.lg.jp/nanabi/

石川県七尾美術館だより 第43号（秋号）

これからの展覧会予定

交通案内
飛行機……能登空港より能登有料

道路利用約45分

車…………金沢より能登有料道路
利用約１時間20分

タクシー…JR七尾駅より約５分

徒歩………JR七尾駅より約20分

市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約６分

ななおコミュニティバス…JR七尾駅より西コー
（ぐるっと7セブン） スに乗車約10分

（10月～12月）
◆10月 31
◆11月 1、2、7～11、14、21、24、28
◆12月 5、12、19
年末年始 12/26～1/5

◎次号・第44号（冬号）は１月６日発行予定です。

◆第１展示室

「春の名品展（前期）」～人物画の魅力～

当館所蔵品から人物をモチーフとした作品を展示

します。人々は最も身近で、最も魅力的な存在とし

て人物を描いてきました。描かれる

のは街を行き交う人々や、仲間に家

族、自画像と様々であるのと同じよ

うに、描く対象を通して作家が表現

するものも様々です。

人物画の世界をお楽しみください。

平成18年1月6日(金）～2月19日(日）

「春の名品展（後期）」～茶道美術品を中心に～

当館主要所蔵品である「池田コレクション」は主

に茶道美術品によって構成されています。それらに

は本コレクションを蒐集した池田文夫氏ゆかりの岐

阜県美濃地方に因んだ作品を中心に、様々なジャン

ルの作品が含まれ、幅広さを

感じさせる内容となっていま

す。本展では「池田コレクシ

ョン」から茶道美術品を紹介

します。

平成18年2月25日(土）～4月16日(日）

「老匠」八野田　博

アートホール・市民ギャラリーの追加使用申込について
講演会や各種発表会、個展、グループ展などにご利用いただくため、毎年１月に貸室を募集しておりますが、今

年度（平成18年３月まで）まだ、利用できる期間があります。特にアートホールは240席（固定＋可動）でマイク

なしでも声が届き、観客が出演者を身近に感じることができます。午後10時まで貸室できます。市民ギャラリーは

12月中旬以降余裕があります。お気軽にお問合せください。

◆第２展示室

「彫刻家・田中太郎展」

田中太郎は平櫛田中
ひらくしでんちゅう

に師事し院展などを舞台に活躍、法隆寺金堂雲形肘
ひじ

木
き

などの修

復にも携わった七尾市出身の彫刻家です。平成４年、ご遺族より117点のご寄附を受

け、去年新たに院展初入選作品など５点をご寄附いただきました。本展では新所蔵作

品と大観賞、白寿賞受賞作品など約30点を展示します。

具象から抽象作品まで、TAROU WORLDをお楽しみください。

（なお、会期中の前期後期で一部展示替えを行います）

《前期》平成18年１月６日(金）～２月19日(日）
《後期》平成18年２月25日(土）～４月16日(日）

「烏」

「黒楽茶碗　銘菊露」楽　長入
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